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勒
纏
裁
鑢
鼻
雖
顆
Å

鋏
晰
づ
く
場

で
Ｌ
な

県
内
市
町
村
で

一‐防
災
■
」
の
組
織
化
を
図
る
動
き
が
出
て
い
る
．
全
国
各
地
で
大
規
模
災
害
が

相
次
ぎ
、
地
域
防
災
の
必
要
性
が
高
ま
る
中
、
防
災
啓
発
活
動
や
災
害
時
の
被
災
者
支
援
を
行
う
防

災
士
の
資
格
取
得
者
が
増
加
。　
一
方
で
、
防
災
士
が
い
ざ
と
い
う
と
き
に
機
能
せ
ず
、
自
治
会
や
自

主
防
災
組
織
と
連
携
し
切
れ
な
い
な
ど
課
題
も
あ
る
。
組
織
化
で
連
携
を
深
め
、
地
域
と
の
関
わ
り

を
強
化
。

「
機
能
す
る
防
災
士
」
を
目
指
し
、
防
災
士
が
結
束
し
始
め
た
。
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一は「ビ「詢脚綱̈
棚嘲な７一

き
っ
か
け
に
、
龍
ケ
崎
市
は
■
一に
は
、
「災
害
発
生
時
、
組
織
一同
会
の
斉
藤
恵
理
副
会
長
（５７
Ｉ

が
か
か
る
．

一
方
、
県
防
災
士
会

（福
島

末
輝
会
長
）
は

「
地
域
密
着

‐

を
目
指
し
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

な
ど
と
連
携
し
避
難
所
運
営
研

防
災
士
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
防
災
士
機
構
が
認
証

す
る
民
間
資
格
。
防
災
意
識
の
啓
発
や
自
助

・
共
助

活
動
の
訓
練
、
災
害
時
に
公
的
支
援
が
到
着
す
る
ま

で
の
被
害
拡
大
の
軽
減
、
災
害
発
生
後
の
被
災
者
支
援
活
動
な

ど
が
求
め
ら
れ
る
「
同
機
構
が
認
証
し
た
研
修
機
関
が
実
施
す

る
養
成
研
修
講
座
を
受
講
後
、
同
機
構
が
実
施
す
る
資
格
取
得

試
験
に
合
格
す
れ
ば
資
格
が
得
ら
れ
る
．

の
う
ち
県
内
は
３
４
７
２
人
“

東
日
本
大
震
災
以
降
、
防
災
士

に
な
る
人
も
年
々
増
え
て
い

る
．
受
験
資
格
が
得
ら
れ
る
県

の

・
い
ば
ら
き
防
災
大
学

．
の

受
講
生
数
も
石
肩
上
が
り
で
、

修
了
生
は
７
月
で
累
計
２
千
人

を
突
破
し
た
．

防
災
士
に
な
る
人
も
多
様
化

し
て
い
る
゛
県
防
災

・
危
機
管

理
課
に
よ
る
と
、

以
前
は
自
治

体
職
員
や
企
業
の
防
災
担
当
、

自
主
防
災
組
織
役
員
が
多
か

っ

た
が
、
最
近
は
若
い
女
性
な
ど

一
般
の
人
が
資
格
を
取
得
す
る

ヶ
ｌ
ス
が
増
え
て
い
る
。

■
一次
豪
、
松
原
芙
美
）

囲
高

ま
る
意
識

日
本

防

災

士
機

構

に
よ

る

と
、

７
月
末
時
点
で
全
国

の
防

災
■
は
■
万
２
６
７
５
人

．́
こ

一
修
を
実
施
．
防
災
士
同
■
の
ネ

．
る
こ
と
は
地
域

へ
の
関
わ
り
の

一
ッ
ト
ヮ
ー
ク
を
生
か
し
、　
″
防

一
強
化
、
お
互
い
の
ス
キ
ル
ア
ッ

一
災
の
輪
″
を
広
げ
る
活
動
を
展

一
プ
に
つ
な
が
る

一
と
話
し
、
市

開
す
る
．

一　

同
会
理
事
の
加
瀬
　
　
　
　

．
町
村
単
位
で
の
組
織
化
を
後
押

一孝
雄
さ
ん

一
し
す
る
．

■
６８
）
は

「防
災
■

一
人

一
人
が

一
地
域
に
ど
う
溶
け
込
み
、
自
分

・

一
の
ス
キ
ル
を
ど
う
生
か
す
か
が

一

一
全
国
的
な
課
題

，
」指
摘
す
る
．

一
「
小
さ
な
単
位
で
組
織
を
つ
く


